
主要財政指数から見る

改善策と公共施設の今後は

佐
さ

 藤
とう

　良
よし

 彦
ひこ

　議 員

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

村中町長

　行政の効率化に取り組むとともに
　自主財源の確保に努める

□
質
問
・
佐
藤
議
員

　

令
和
４
年
度
に
総
務
省
よ
り
発
表
さ

れ
た
地
方
公
共
団
体
の
主
要
財
政
指
数

よ
り
、
比
布
町
の
主
要
財
政
指
数
の
各

数
値
は
、
財
政
力
指
数
は
０
・
17
（
全

国
市
町
村
平
均
０
・
49
）
、
経
常
収
支
比

率
は
93
・
２
（
同
92
・
２
）
、
実
質
公
債

費
比
率
は
５
・
７
（
同
５
・
５
）
、
将
来
負

担
比
率
は
３
・
４
（
同
８
・
８
）
と
全
国
、

北
海
道
平
均
値
と
比
較
し
、
厳
し
い
数

値
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
要
財

政
指
数
の
数
値
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

伺
い
ま
す
。

①
主
要
財
政
指
数
の
数
値
に
対
す
る
町

長
の
評
価
に
つ
い
て

②
早
急
に
改
善
す
べ
き
取
り
組
み
に
つ

い
て

③
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
項
の
進
捗

に
つ
い
て

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
維
持
費
は
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
行

政
と
し
て
老
朽
化
や
使
用
者
減
な
ど
の

理
由
で
存
続
、
廃
止
の
計
画
ま
た
は
検

討
を
し
て
い
る
公
共
施
設
等
に
つ
い
て

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
答
弁
・
村
中
町
長

　

①
本
町
の
財
政
力
指
数
は
、
人
口
の

減
少
や
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
収
入
の

減
少
、
ま
た
、
地
理
的
条
件
に
よ
る
商

工
業
の
購
買
力
流
出
、
自
主
財
源
で
あ

る
町
税
の
伸
び
悩
み
が
、
指
数
低
迷
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
時
間
外
勤
務
の
抑
制
に
よ
り
経

費
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
町
単

独
事
業
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
類
似
団

体
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
３
年
度

以
降
、
公
債
費
負
担
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
大
型
事
業
の
元
金
償
還
が
始

ま
り
比
率
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
、
地
方
債
残
高
の

減
少
な
ど
に
よ
り
指
数
が
減
少
に
転
じ

ま
し
た
が
、
今
後
は
複
合
庁
舎
建
設
な

ど
に
よ
り
地
方
債
残
高
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
将
来
負
担
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
、
地
方
債
の
発
行
を
厳
格

に
判
断
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
４
つ
の
主
要

財
政
指
数
に
つ
い
て
、
本
町
は
全
て
基

準
内
で
あ
り
、
健
全
な
財
政
状
況
と
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

②
本
町
で
は
近
年
、
経
常
経
費
や
社

会
保
障
に
か
か
る
経
費
の
増
加
、
大
型

建
設
事
業
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
実
質
単
年
度
収
支
が
赤
字
と

な
り
、
歳
入
不
足
補
て
ん
を
目
的
と
し

た
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
が
続
い

て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
も
高
齢
化
や

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、

経
常
経
費
の
削
減
や
既
存
事
業
の
統
廃

合
、
町
単
独
事
業
の
抑
制
に
よ
る
歳
出

の
さ
ら
な
る
削
減
と
行
政
の
効
率
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
金
や

交
付
金
な
ど
の
財
源
確
保
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

③
経
常
経
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
政

策
連
携
会
議
を
実
施
し
、
横
断
的
に
事

業
の
統
廃
合
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
定
員
管
理
計
画
を
策
定

し
、
定
員
の
適
正
化
に
努
め
、
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
対
策
の
経
費
も
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
沿
っ
て
、
適
正
な
施
設

管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
強
化
を
図
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
担
当
部
署
を
商
工
観
光
課
経

済
活
性
化
係
に
移
管
し
、
比
布
町
が
持

つ
資
源
や
素
材
の
掘
り
起
こ
し
、
新
た

な
特
産
品
開
発
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に
よ
り
本
町
の

魅
力
や
価
値
を
全
国
に
広
め
、
さ
ら
な

る
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
策
定
中
の
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
、
財
政
状

況
の
予
測
や
将
来
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
中
長
期
的
な
視
点

で
施
設
を
再
編
、
統
廃
合
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
公
共
施

設
の
運
営
や
管
理
方
法
を
改
善
す
る
な

ど
、
効
率
性
の
視
点
か
ら
の
検
討
と
、

施
設
使
用
料
の
見
直
し
や
広
告
・
ス
ポ

ン
サ
ー
シ
ッ
プ
の
活
用
な
ど
、
収
入
面

で
の
検
討
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
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比布町重度障がい者（児）

交通費助成事業の拡充を

村中町長

　利用者の利便性向上のため
　必要な適用事業者を検討する

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

□
質
問
・
遠
藤
議
員

　

事
業
実
施
要
綱
の
目
的
と
し
て
「
心
身

に
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
障
が
い
者

（
児
）
が
、
ハ
イ
ヤ
ー
及
び
バ
ス
を
利
用

す
る
場
合
の
費
用
又
は
自
家
用
車
燃
料

の
費
用
を
助
成
し
、
も
っ
て
社
会
参
加
の

促
進
を
図
り
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
事
業

者
も
多
く
存
在
し
、
本
町
も
営
業
範
囲
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
利
便
性
向
上

の
た
め
に
も
助
成
券
の
適
用
事
業
者
を

公
募
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
助
成
券
を
利

用
で
き
る
会
社
は
、
道
北
バ
ス
㈱
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
利
用
制
限
に
つ

い
て
も
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

■
答
弁
・
村
中
町
長

　

事
業
者
が
増
え
る
こ
と
は
利
便
性
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
、
社
会
参
加
の
促

進
と
い
う
事
業
の
目
的
に
も
有
益
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
利
用
者
か
ら

要
望
等
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
必
要
な

適
用
事
業
者
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

□
遠
藤
議
員　

他
町
の
場
合
、
障
が
い

者
の
移
動
手
段
の
他
に
、
家
族
に
車
の

所
有
者
が
い
な
い
80
歳
以
上
の
高
齢
者
、

ま
た
、
65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
返

上
し
た
方
の
移
動
手
段
と
し
て
も
介
護
・

福
祉
タ
ク
シ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
村
中
町
長　

町
全
体
の
公
共
交
通
体

系
に
関
わ
り
ま
す
の
で
、
全
体
を
通
し

て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
に
は
「
ぴ
ぴ
た
く
」
と
い
う
最
先

端
の
移
動
手
段
が
あ
り
ま
す
の
で
、
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
様
々
な
助
成
制
度

も
検
討
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
施
行
25
年
の
企
画
を

□
遠
藤
議
員　

国
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
の
公
布
・
施
行
日
で
あ

る
６
月
23
日
を
踏
ま
え
、
毎
年
６
月
23

日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
を
ど

の
よ
う
に
企
画
す
る
の
か
町
長
に
伺
い

ま
す
。

■
村
中
町
長　

第
13
次
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
の
実
施
さ
れ
る
６
月
に
は
、

広
報
紙
に
て
啓
発
に
努
め
、
基
本
計
画

に
は
、
女
性
委
員
の
積
極
的
な
登
用
促

進
を
図
る
こ
と
や
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

事
業
所
な
ど
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画

の
啓
発
や
男
性
の
家
事
、
育
児
、
介
護

へ
の
参
加
、
女
性
の
出
産
・
育
児
と
仕

事
の
両
立
、
地
域
や
社
会
へ
の
参
画
が

し
や
す
い
環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
、

女
性
活
躍
に
関
す
る
課
題
の
把
握
を
行

い
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

に
向
け
て
努
め
る
こ
と
な
ど
を
登
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
基
本
計
画
期
間
の
前

期
５
年
間
で
既
存
事
業
の
検
証
や
環
境

整
備
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

□
遠
藤
議
員　

男
女
平
等
の
視
点
で
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
本
や
ビ
デ
オ
を
置
く

な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
感
を
醸
成
さ
せ
る

努
力
も
日
常
的
に
は
必
要
で
す
。

■
村
中
町
長　

男
女
平
等
参
画
週
間
に

限
ら
ず
、
様
々
な
周
知
期
間
等
に
合
わ

せ
、
図
書
館
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
周

知
す
る
こ
と
は
良
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
す
。

防
災
関
連
部
署
に
女
性
職
員
を

□
遠
藤
議
員　

女
性
の
視
点
と
し
て
の

備
蓄
品
、
介
護
用
品
、
生
理
用
ナ
プ
キ

ン
、
妊
産
婦
・
乳
児
用
品
の
備
蓄
不
足

や
安
心
し
て
着
替
え
が
で
き
る
場
所
が

な
い
な
ど
、
防
災
部
署
に
女
性
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

防
災
会
議
に
も
女
性
委
員
が
入
り
、
女

性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

■
村
中
町
長　

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
足

り
て
い
る
と
い
う
基
準
は
特
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
定
程
度
の
備
蓄
品
は
毎
年
度
の

予
算
の
中
で
揃
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

避
難
所
の
運
営
は
保
健
福
祉
課
が
担

当
課
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
健
師
が
そ

の
中
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
会
議

に
も
事
務
局
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
の
で
今
後

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

遠
えん

 藤
どう

　ハ
は

ル
る

子
こ

　議 員

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

防
災
会
議
に
女
性
委
員
を
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